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児童発達支援センターやまもも園送迎車に 

置き去り防止安全装置を取り付け 
 

 

 

 

４年９月、静岡県牧之原市で、認定こども園の送迎用バスに置き去りにされた園児が亡くな

るという事故が起こったことを受け、国がバス送迎に当たって「こどものバス送迎・安全徹底

プラン」をとりまとめ、送迎用バスに対する安全装置の装備が義務付けられました。 

現在、やまもも園では６人の園児が送迎車を利用しています。安全装置を活用することで、

より安全管理を徹底します。 

 

 

基本動作 

１ エンジンを停止すると車内ブザーが鳴る。 

２ 運転手は、車両の座席を見回り終えたらブザー停止ボタンを押して、車内ブザーを止

める。車内にこどもが残っていないかもう一度確認して降車する。 

３ 運転手がブザー停止ボタンを押さずに降車した場合、５分後に車外アラームが鳴る。 

未確認検知機能により車内の確認ができていないことを音で周囲に知らせ、確認を促 

す。 

▲送迎車の様子 

幼児保育課 
担当：施設管理チーム 松岡 

（０５６２－３６－２６５９） 

 ４年９月に起きた送迎用バスの園児置き去り死亡事故後、装備が義務化された送迎用バ

ス等への安全装置を、やまもも園の送迎車に取り付けました。 

▲装置のブザー停止ボタン（後部座席） ▲やまもも園送迎車 


